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豊山町子ども読書活動推進計画（第４次）について 

 

１ 計画策定にあたって 

 

（１）計画策定の趣旨 

 子どもを取り巻く読書環境の変化や「豊山町第５次総合計画」をはじめとした国及

び県の関連計画を踏まえ、町民が子どもの読書活動の推進に自主的に取り組むことが

できるよう、家庭・社会・学校などの役割をそれぞれ示し、町民の活動の指針となる

ものとして、「豊山町子ども読書活動推進計画（第４次）」を策定する。 

 

（２）計画の対象者 

本計画の対象は、乳幼児から中学生までを中心に、０歳からおおむね 18 歳以下の子

ども及び保護者や子ども読書活動の推進に関わる地域や学校、行政、関連機関等も対

象とする。 

 

（３）計画の期間 

 令和８年度から令和 12 年度までの５年間。 

 

２ 読書活動の現状 

 

（１）町の現状 

社会教育センター図書室（以下、町図書室）は、本町唯一の図書館施設として、昭

和 63 年に開館。 

町図書室の貸出利用者数は、平成７年ごろをピークに減少傾向がみられる。 
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 不読率は、今回のアンケート調査では、小学生は 26％、中学生は 33％、高校生は

47％という結果であり、５年前と比べ大きく上昇している。国及び県の調査と比較し

ても高い傾向。 

 

不読率 

 小学生 中学生 高校生 

令和２年度 8.9％ 14％  

令和７年度 26％ 33％ 47％ 

国（令和７年度） 9.6％ 24.2％ 55.7％ 

県（令和７年度） 16.7％ 21％ 46.9％ 

 

（２）第３次計画の取組状況 

 第３次計画では、「豊かな心をはぐくむ読書の推進」というテーマのもと、①「家

庭・地域・学校における読書活動の推進」、②「町や学校図書室などの読書環境の充

実」、③「読書活動に関する理解と関心の普及」の３つの基本目標を設定し、５年間、

読書活動の推進を実施。 

主な実施施策は以下のとおり。 

①「家庭・地域・学校における読書活動の推進」 

・ブックスタート事業及びセカンドブック事業の実施 

・小学２年生の希望者に図書室資料貸出し利用カードの配付 

・読書週間等において図書委員を中心にイベントの開催 

 

②「町や学校図書室などの読書環境の充実」 

・幼児遊戯室のリニューアル 

・除籍図書の無償譲渡 

・学校図書室の資料充実 

 

③「読書活動に関する理解と関心の普及」 

・読み聞かせ会の開催 

・図書室だより（書窓）の発行 
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３ アンケート調査の実施と課題のまとめ 

 

（１）アンケート概要 

〇目的 

現在の子どもたちの読書活動のニーズ及び課題の把握を目的とし、より具体的な計画

を策定するため。 

 

①住民用アンケート 

対象 対象者（人） 回答数（人） 回答率 

０～６歳（保育園・幼稚園児）の

子どもを持つ保護者 422 220 52% 

７～15 歳（小中学生） 1,432 548 38% 

７～15 歳（小中学生の保護者） 1,432 535 37% 

16～18 歳（高校生） 556 148 27% 

全 体 3,842 1,451 38% 

 

②担い手用アンケート 

対象 対象者（人） 回答数（人） 回答率 

町図書室職員 ５ ５ 100% 

学校図書室担当教諭 ４ ４ 100% 

読み聞かせ団体（社会教育センタ

―） 

７ ７ 100% 

読み聞かせ団体（学校） 27 19 70% 

全 体 43 35 81% 

 

（２）アンケート結果を踏まえた課題のまとめ 

①保育園・幼稚園の保護者 

・家庭で読み聞かせをする保護者の割合の維持 

・家庭で読み聞かせをする保護者の紙書籍の割合の維持 

・読み聞かせ会の参加割合の改善 

 

②小中高生、小中学生の保護者 

・不読率の改善 

・月に１日以上読書している者の割合の改善 

・読書をする者の紙書籍の割合の維持・改善 

 

③読書活動の担い手 

・職員の働きやすい環境の維持・改善（町・学校図書室職員） 

・活動員の読み聞かせ環境の充実（読み聞かせ団体） 
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４ 第４次計画の基本方針 

 

（１）基本理念 

「 本を読んで出会おう！想像力豊かな自分に！ 」 

 

（２）基本方針 

①子どもへの読み聞かせ機会の確保 

 

②子どもの読書機会の確保 

 

５ 第４次計画の目標値及び具体策 

 

（１）目標値 

①保育園・幼稚園の保護者 

【基本方針】のみ抜粋 

子どもへの読み聞かせ機会の確保 

内容 現状値 目標値 方向性 

家庭で読み聞かせをする保護者の割合 ８４％ ８４％ 維持 

家庭で読み聞かせをする保護者の紙書籍の割合 ９８％ ９８％ 維持 

読み聞かせ会の参加割合 １２％ ２０％ 改善 

 

子どもの読書機会の確保 

内容 現状値 目標値 方向性 

不読率 小学生 ２６％ １０％ 改善 

中学生 ３３％ ２５％ 改善 

高校生 ４７％ ４０％ 改善 

読書をする子どもの割合 小学生 ６１％ ６６％ 改善 

中学生 ４８％ ５３％ 改善 

高校生 ３９％ ４４％ 改善 

読書をする子どもの紙書籍の

割合 

小学生 ９９％ ９９％ 維持 

中学生 ８８％ ８８％ 維持 

高校生 ７５％ ８０％ 改善 
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（２） 目標値達成に向けた具体策（一部抜粋） 

①保育園・幼稚園の保護者 

区分 具体策 

家庭 講演会の開催 

家庭 定期購読の補助 

社会 図書リサイクルＢＯＸの設置 

社会 障がいのある子どもへのサービスの充実 

 

②小中高生、小中学生の保護者 

区分 具体策 

家庭 講演会の開催 

社会 図書購入者向けの事業実施の検討 

社会 図書室イベントの実施 

学校 学校図書室環境の整備 

学校 図書の検索機会の見直し 

 

 

 

 

 



「豊山町中学校部活動の地域展開に向けたアンケート結果（抜粋）」 

令和８年１月実施 

豊山中学校 

【質問１】（教職員対象） 

 休日の部活動を、月２回にすることについてどう思うか。 

 

 

 

 

 

 

 

【質問２】（生徒対象） 

 休日の部活動を実施しない回数は、何回がよいか。 

 

 

 

 

 

 

 

【質問３】（生徒対象） 

 休日の部活動を地域展開した場合、地域クラブの活動方針として望むものに

近いのはどれか。 

 

 

 

 

 

 

 

【質問４】（生徒対象） 

 地域クラブに加入したいと回答した生徒のうち、加入する際の考えについて

近いのはどれか。 

 

 

 

 



６豊教生第５３６号 

令和７年２月２８日 

 

豊山町生涯学習推進審議会会長 様 

 

豊山町長  服部 正樹    

 

 

諮  問  書 

 

 

 豊山町生涯学習推進審議会条例第２条の規定に基づき、下記事項につき貴審議会の意見

を求めます。 

記 

１ 諮問事項 

  豊山町子ども読書活動推進計画（第４次）について 

２ 諮問内容 

現代は情報があふれ、子どもたちは多くの選択肢の中から自分の道を見つけていくこ

とが求められています。その中で、「読書」は新しい世界を知るきっかけとなり、人生

のさまざまな場面で役立つ力を養う大切な手段のひとつです。読書を通じて、「言葉を

学ぶ力」を身につけ、「感性を磨く力」を育み、さらに「表現力を高める力」や「想像

力を豊かにする力」を伸ばしていくことができます。 

本町では、子どもたちが自然と本に親しみ、読書を楽しめる環境を整えることで、読

書を通じた学びや成長を支える取り組みを進めたいと考えています。単に「本を読みま

しょう」と促すのではなく、子どもたちが主体的に本を手に取り、自らのペースで読書

を楽しめるような仕組みや支援が大切です。そのため、これからの時代にふさわしい読

書活動のあり方を見据えながら、読書環境の整備を進める必要があります。 

ついては、次期計画である「豊山町子ども読書活動推進計画（第４次）」の策定にあ

たり、本町の子どもたちの読書活動をより効果的に推進できる施策の方向性等について、

貴審議会にご検討いただきたく、諮問いたします。 

 



㊢ 
令和８年３月２３日 

 

豊山町長 服部 正樹 様 

 

豊山町生涯学習推進審議会 

会長 前田 治 

 

豊山町子ども読書活動推進計画（第４次）について（答申） 

 

令和７年２月２８日付け６豊教生第５３６号で諮問のありました事項について、

内容を審議した結果、別添の豊山町子ども読書活動推進計画（第４次）を適当と認

めましたので答申します。 

 


